
　

労
働
者

福
祉
学
校

は
、
瀧
澤

副
理
事
長

（
労
金
理

事
長
）
の

開
会
挨
拶

で

始

ま

り
、
近
藤

理

事

長

（
連
合
長

野
会
長
）

が
主
催
者

を
代
表
し

て
「
労
働
者
福
祉
学
校
も
17
回
と
い
う
歴
史
を
経
て
お

り
、
こ
の
歴
史
を
ふ
ま
え
更
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
繋

げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
労
福
協
運
動
の

定
着
・
充
実
に
向
け
て
前
進
で
き
る
よ
う
な
有
意
義
な

一
日
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
参
加
者
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

今
回
の
福
祉
学
校
の
テ
ー
マ
は
「
”
出
会
い
・
つ
な

が
り
・
支
え
あ
い“  

地
域
に
根
ざ
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
を
！
」
と
し
、
龍
谷
大
学
経
済
学
部
教
授
石
川
両

一
氏
を
迎
え
基
調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

又
、
県
下
４
地
区
労
福
協
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
２
団
体
の
活
動

報
告
の
他
、
石
川
教
授
と
発
表
者
６
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
「
労
福
協
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
相
互
理
解
と
連
帯

を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
行
い
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
飯
田
副
理
事
長
（
全
労
済
理
事
長
）
か
ら

「
お
互
い
に
地
域
に
お
け
る
連
帯
を
強
め
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
再
構
築
す
る
と
共
に
、
労
福
協
運
動
が
発
展

し
て
い
く
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
の
ま
と
め
の
言
葉
で
終
了
し
ま
し
た
。

＝
労
福
協
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
出
会
い
と

　
　
　
　
　
　
　

協
働
が
生
み
出
す
支
え
合
い
社
会
＝

龍
谷
大
学
経
済
学
部
教
授　

石
川
両
一
氏

　

時
代
の
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
労
働
組
合
、
自
主

福
祉
事
業
団
体
や
労
福
協
は
役
立
つ
道
具
と
し
て
存
続

で
き
る
の
か
？
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
社
会
性
の
奪

還
、
地
域
の
発
見
、
自
主
福
祉
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
出
会
い

と
協
働
に
あ
る
。

Ⅰ
、
時
代
の
転
換
と
勤
労
者
が
直
面
す
る
課
題

　

①
衝
撃
的
な
超
少
子
高
齢
社
会
の
到
来･･

日
本
社
会

　
　

そ
の
も
の
が
持
続
不
可
能
に
な
る
危
険
性
。

　
　

＊
家
族
の
縮
小
と
解
体
＝
家
族
機
能
の
大
幅
後
退

　
　
　
　

介
護
・
子
育
て
等
の
社
会
化
が
不
可
欠
。

　
　

＊
「
官
主
導
か
ら
市
民
自
ら
社
会
を
担
う
」
こ
と

　
　
　

が
重
要
。

　

②
住
ん
で
い
る
地
域
の
あ
り
よ
う
が
暮
ら
し
の
安
心

　
　

と
ゆ
と
り
を
大
き
く
左
右
す
る
時
代
に
。

　
　

＊
賃
金
で
は
解
決
で
き
な
い
生
活
困
難
の
深
刻
化
。

　
　

＊
格
差
社
会
の
歪
み
の
深
刻
な
露
呈
。
地
域
単
位

　
　
　

の
雇
用
・
福
祉
の
構
築
が
鍵
。

Ⅱ
、
組
織
と
運
動
の
社
会
性
の
奪
還
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連

　

携･･

要
的
存
在
と
し
て
の
労
福
協

　

①
大
胆
な
発
想
と
運
動
・
事
業
ス
タ
イ
ル
の
転
換
、

　
　

そ
し
て
運
動
に
社
会
的
視
点
と
広
が
り
を
持
た
せ
、

　
　

社
会
的
発
信
力
と
社
会
的
支
持
・
共
感
を
得
ら
れ

　
　

る
運
動
が
求
め
ら
れ
る
。

　

②
地
域
で
労
働
組
合
・
事
業
体
の
顔
が
見
え
る
活
動

　
　

を･･

鍵
を
握
る
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
。

　

③
不
可
欠
な
多
種
多
様
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
出
会
い
と
連

　
　

携･･

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
た
連
携
が
重
要

　
　

で
あ
る
。

　

④
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
動
の
要
的
存
在
と
し
て
の
労
福

　
　

協
は
、
貸
金
業
法
改
正
・
割
賦
販
売
法
改
正
・
反

　
　

貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動
で
認
知
さ
れ
、
今
後

　
　

の
労
福
協
の
可
能
性
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

Ⅲ
、
新
た
な
出
会
い
と
協
働
を
考
え
る

　

①
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
可
能
性
は
、

　
　

相
談
機
能
だ
け
で
な
く
労
金
・
全
労
済
事
業
の

　
　

地
域
展
開
と
生
涯
取
引
に
役
立
つ
活
動
を
す
る
こ

　
　

と
で
役
割
発
揮
が
で
き
る
。
又
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
で

　
　

パ
ワ
フ
ル
な
シ
ニ
ア
の
活
動
舞
台
の
役
割
（
人
的

　
　

資
源
の
地
域
開
放
）
も
担
う
必
要
が
あ
る
。

　

②
自
治
体
交
渉
の
窓
口
と
し
て
の
労
福
協
の
優
位

　
　

性
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
で
ど
う
生
か
す
か
が
課
題

　
　

で
あ
る
。

　

③
寄
付
文
化
を
掘

　
　

り
起
こ
し
、
寄

　
　

付
を
有
効
に
活

　
　

か
す
長
野
県
コ

　
　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財

　
　

団
の
共
同
設
立

　
　

を
検
討
す
る
必

　
　

要
が
あ
る
。

　

去
る
10
月
13
日
、
長
野
市
内
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
に
て
第
17
回
労
働
者
福
祉
学
校
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
講
師
に
龍
谷
大
学
教
授
石
川
両
一
氏
を
招
き
労
福
協
・
労
働
団
体
・
事
業
団
体
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者

を
含
め
約
１
１
０
人
が
参
加
し
、
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

          
 

連合長野・県労組会議・県労連・労働金庫・全労済

生協連・住宅生協・労働基金・県勤労協・県高齢退職者連合
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“
出
会
い
・
つ
な
が
り
・
支
え
合
い”

県
労
福
協
第
17
回
労
働
者
福
祉
学
校

地
域
に
根
ざ
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
動
を
！

近藤理事長あいさつ

基
調
講
演

講演する石川教授

⇒



　

労
働
者
福
祉
学
校
の
最
後
に
「
労

福
協
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
相
互
理
解

と
、
連
携
を
探
る
」
を
テ
ー
マ
に
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
藤
理
事
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
、
パ
ネ
ラ
ー
に
は
石
川
教
授
と

活
動
報
告
者
６
名
が
加
わ
っ
て
進
め

ら
れ
、
後
半
で
は
会
場
参
加
者
か
ら

の
質
問
な
ど
を
受
け
な
が
ら
実
施
し

ま
し
た
。

〈
課
題
や
今
後
の
目
標
、

　
　
　
　
　
　
　

連
携
な
ど
〉

（
根
橋
事
務
局
長
）

＊
地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見
え
る

　

活
動
を
目
指
す
と
共
に
、
イ
ベ
ン

　

ト
中
心
か
ら
脱
皮
し
て
生
活
支
援

　

活
動
を
中
心
に
し
て
行
き
た
い
。

（
滝
沢
事
務
局
長
）

＊
就
職
支
援
事
業
に
お
い
て
、
企

　

業
側
は
資
格
所
持
を
偏
重
す
る

　

傾
向
あ
り
、
資
格
取
得
の
研
修

　

会
を
取
り
入
れ
た
い
。

（
井
上
事
務
局
長
）

＊
無
料
相
談
で
、
現
在
職
業
紹
介

　

の
資
格
が
な
い
の
で
、
早
急
に
資

　

格
を
取
得
し
、
幅
広
い
対
応
を
し

　

た
い
。

（
戸
井
田
事
務
局
次
長
）

＊
婚
活
支
援
・
お
見
合
い
ネ
ッ
ト

　

等
、
先
進
的
な
茨
城
県
労
福
協

　

を
参
考
に
し
て
更
に
取
り
組
み

　

を
す
す
め
た
い
。

（
花
形
理
事
長
）

＊
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
時
、
相

　

談
い
た
だ
け
れ
ば
適
切
な
ア
ド

　

バ
イ
ス
や
、
医
療
機
関
を
紹
介
で

　

き
る
。
又
、
相
談
活
動
や
研
修
会

　

で
の
講
師
な
ど
で
連
携
が
で
き
る

　

の
で
は
な
い
か
。

（
菊
池
事
務
局
長
）

＊
地
区
労
福
協
と
の
地
域
ご
と
の

　

具
体
的
活
動
で
の
連
携
は
し
易

　

い
の
で
は
な
い
か
。

（
石
川
教
授
）

＊
労
働
組
合
の
役
員
が
地
域
の
役

　

を
引
き
受
け
る
傾
向
に
あ
る
が
、

　

必
要
な
人
、
や
り
た
い
人
に
任

　

せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

＊
団
塊
の
世
代
が
大
挙
し
て
定
年
を

　

迎
え
、
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　

シ
ョ
ン
醸
成
、
経
験
の
場
づ
く
り

　

が
必
要
で
あ
る
。

＊
協
働
の
力
で
是
非
と
も
、
長
野

　

に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
を
作
っ

　

て
ほ
し
い
。

な
ど
、
今
後
の
活
動
の
方
向
性
や
連

携
で
き
る
こ
と
な
ど
を
具
体
的
に
示

さ
れ
た
。

　

地
区
労
福
協
、
関
係
団
体
や
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
皆
さ

ん
と
更
に
意

見
交
換
、
連

携
を
深
め
な

が
ら
、生
活

あ
ん
し
ん
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

を
更
に
充
実

さ
せ
、
よ
り

良
い
地
域
社

会
づ
く
り
に

努
め
て
い
き

ま
す
。

労
福
協
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
相
互
理
解
と
連
携
を
探
る

パネリストの皆さん

労働者福祉学校
活動報告

※活動報告の中からそれぞれの特徴的なものをご紹介します。

長野地区労福協 報告者：事務局次長　戸井田学久氏

○「良きパートナーを探そう」　婚活支援の取り組み
として、長野市と共催で実施しており、24年目にな
る。出会いの場をできるだけ多く提供できるよう年3回
実施している。
○「車いす無料貸し出し」　車いすを短期間必要な場
合、無料で貸し出ししている。1利用1週間以内。現在
5台常備。
○「NPO、市民団体との連携」　市民団体と一緒に、ス
キー場の自然園整備に参加したり、NPO法人が主催する

「みんなで子育て研修会」の実行委員会に参画している。

松本地区労福協 報告者：事務局長　滝沢　広重氏

○「市政要求（提言）」　労働6団体によ
る市政要求を取りまとめ市長懇談会を開催
し提言している。
○「福祉事業団体と連携した研修会開催」　
構成団体である福祉事業団体と連携して「財
産管理の基礎知識セミナー」を開催している。
○「無料職業紹介所開設」　失業・離職者支
援対策として、「職業紹介責任者」資格（厚
生労働省認可）を取得し、無料職業紹介所を
開設し、相談員を配置し対応している。

佐久地区労福協 報告者：事務局長　井上　秀治氏

○「ライフプラン研修会開催」　労金、全労済との連携により
未組織勤労者も含め、地域の労働者のライフプ
ラン構築の手助けのために各種研修会開催。
○「勤労者フェスティバル開催」　地域の勤労
者の交流と地区労福協のPRのため、勤労者フ
ェスティバルを開催している。
○「暮らしなんでも相談窓口開設」　暮らしの
なかでの悩みごとについて、無料で相談を受けて
いる。電話及び面談にて事務局長が専任で対応。

上伊那地区労福協 報告者：事務局長　根橋美津人氏

○「面談相談所の開設」　上伊那独自で、暮らしなんでも相談
の面談相談所を開設し、対応している。これは単に相談所
だけでなく地域の勤労者の拠り所として考えている。
○「未組織勤労者、地域住民へのアプローチ」　職場に
労働組合がない人達に福祉の輪の中に入ってもらう為に、
暮らしサポートセンター加入の取り組みを行っている。
○「地域に顔が見える存在アピール」　生活応援運動や
労福協まつり等を通じ、認知度を高める取り組み展開。
ロゴマークを考案し親しみ易さをアピール。

長野県NPOセンター 報告者：事務局長　菊池　明弘氏

○「長野県NPOセンターとは」　NPOが活動し易い土壌づく
りを進め、市民社会の構築を目指す。
○「退職後の生きがい作り」　退職後に、ボラ
ンティアとしてNPOに参加し、生きがいを見
つけたいという方のために、又、自らが起業し
たい場合に、アドバイスや技術提供している。
○「NPO便利屋推進事業」　団塊の世代の第
二の人生、生涯現役への橋渡しとして、地域
の方々の要望に応えられる身近なことを低廉
に請け負う「便利屋」構想を検討している。

NPO法人さくら会 報告者：理事長　花形　春樹氏

○「さくら会について」　障害者自立支援法の給付に基づき事
業を行っている。主な障害は、精神障害でその他知的障
害、身体障害の方もいます。
○「作業所は地域密着型」　各種作業所を長野市内11
箇所に分散し、地域に密着した形をとり、ご近所との交
流や、地区行事にも参加している。
○「お茶飲みサロン・もとやのお菓子屋さん」　お茶飲
みサロンとして、街の高齢者や障害者の憩いの場を提供
したり、お菓子作りを通じ、高齢者宅への配達や、お散歩の
時のちょっと一休みの場として利用いただいている。発表するNPOさくら会花形氏

パワーポイントでの発表

熱心に聴き入る参加者

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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NPO法人　さくら会
便利屋エスサービスさくら

住所：長野市桜枝町1247
電話：026-232-0205

特定非営利活動法人
ながのこどもの城いきいきプロジェクト

労福協は、新たなネットワークづくりを目指して、市民団体やNPO団体との連携に取り組んで
います。その中で、去る7月27日に開催された「地域共生・協働研修会」に参加したNPO団体
の現場を訪問し、交流を行いました。今回はその内の3つの団体を紹介します。

特定非営利活動法人
ライフデザインセンター

本部住所：長野市緑町3036-2
電話：026-229-8001

住所：長野市新田町1485-1　もんぜんぷら座2Ｆ
電話：026-219-0022

あなたの「いのち」支援します
　だれか相談相手になってほしいと思っても「弁護
士などの専門家に直接というのは敷居が高くて」と
悩んでおられる人を多く見かけます。
　そんな人たちを支援する目的で、私たちライフデ
ザインセンターは、個々の要望にきめ細かく対応
し、あなたの思いを「かたち」にできるように専門
家のネットワークを構築しNPO法人として活動して
います。

もし介護
サービスが必要
になったらだれに
相談したらいいの？
ケアマネージャー
ってどこに
いるの？

人生の最期
を安らかに
逝くには

どうしたらいい
の？

遺言書は
必要なの？
法的に有効な
書き方ってある

の？

万が一
ボケてしまった
ら財産管理や
生活はどうした
らいいの？

周りの人に
負担をかけな
い葬儀の方法
ってあるの？

じゃん・けん・ぽんの取り組み
１．子育て中の親とこどもの交流に関する事業
２．子育てに関する相談
　　・おしゃべり会
　　・専門家相談
３．子育てグループ等の育成（地域との連携）
　　・遊びなどの指導者派遣
　　・活動スペースの提供、活動の紹介
４．子育てに関する情報の提供
５．遊びに関する指導助言
６．子育て情報誌の発行
７．子育て講座、イベントの開催
　　・ねんねの会
８．その他子育て支援に関すること
　　・世代間交流事業
　　・ボランティアの受け入れ

平成21年度
みんなで子育て研修会 お知らせ

開催日時
開催場所

主 催

後 援
内 容

参 加 費
参加申込

平成21年11月28日（土）　午後1時〜午後4時
長野市新田町　もんぜんぷら座
プラザホール.BOX3.4.5
厚生労働省、(財)こども未来財団
NPO法人ながのこどもの城いきいきプロジェクト
長野県、長野県教育委員会、長野市ほか

（ア）基調講演
　「地域で子育てを支えるために」
　　講師：日本福祉大学教授  渡辺顕一郎氏

（イ）分科会
　「いま、私たちにできること」
無料
お電話にて　こどもの城へ
電話026-219-0022

ながのこどもの城いきいきプロジェクト

ながの労福協 〈ライフサポートセンター〉 2009 年 10 月 15 日第 255 号（3）



　

長
野
県
勤
労
者
体
育
大
会
県
大
会

は
、
10
月
３
日
（
土
）
に
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
テ
ニ
ス

の
試
合
が
行
わ
れ
各
会
場
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

野
球
県
大
会
は
10
月
10
日
（
土
）
・

11
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
長

野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
を
主

会
場
に
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
試

合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
目
の
表
彰
チ
ー
ム
は
左
記
の

通
り
で
す
。

　

９
月
10
日
、
徳
島
県
労
福
協
の
視
察
研

修
団
一
行
の
訪
問
を
受
け
、
長
野
市
の
労

済
会
館
に
於
い
て
長
野
県
労
福
協
と
徳
島

県
労
福
協
の

活
動
交
流
研

修
会
が
開
催

さ

れ

ま

し

た
。

　

当
日
は
、

長
野
県
労
福

協

関

係

４

名
、
徳
島
県

労
福
協
関
係

８
名
が
参
加

し
、
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
内
容
や
就

職
支
援
事
業
の
対
応
に
つ
い
て
の
活
動
報

告
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

徳
島
県
で
は
、
長
野
県
よ
り
も
先
に
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業
や
就
職
支
援
事
業
を

展
開
し
て
お
り
、
活
動
実
績
も
素
晴
ら
し

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
「
仕
事
な
ん
で
も
相
談
室
」
、

子
育
て
支
援
の
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
、
四
国
４
県
の
加
入
店
舗
で

の
割
引
特
典
「
く
ー
ぽ
ん
丸
」
な
ど
幅
広

く
、
そ
し
て
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
を
展
開
し

て
お
り
、
長
野
県
と
し
て
今
後
の
事
業

展
開
の
た
め
に
大
い
に
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

バレーボール
10/3㈯

ホワイトリング

テニス
10/3㈯

東和田運動公園
テニスコート

バドミントン
10/3㈯

東和田運動公園
総合体育館

野球
10/10㈯・11㈰

オリンピックスタジアム
県営長野球場

男
子
の
部

女
子
の
部

男
子
の
部

男
子
の
部

優　勝

準優勝

三　位

三　位

優　勝

準優勝

三　位

三　位

優　勝

準優勝

三　位

三　位

優　勝

準優勝

三　位

三　位

優　勝

準優勝

三　位

三　位

上田市職員労組

日信工業労組

飯田市職員労組

山洋電気労組上田支部

松本市職員労組

大町市職員労組

長野市職員労組

松川町職員労組

松本市職員労組

山洋電気労組上田支部

情報労連諏訪地区協議会

新光電気労組

松本市職員労組

日信工業労組

農団労北信州みゆき労組

日本発条労組伊那支部

大日本法令印刷労組

上小地区

上小地区

飯伊地区

上小地区

中信地区

中信地区

長野地区

飯伊地区

諏訪地区

中信地区

上小地区

中信地区

諏訪地区

長野地区

中信地区

上小地区

中信地区

高水地区

上伊那地区

長野地区

2009年度長野県勤労者体育大会県大会結果

セイコーエプソン労組
ふじみ支部

セイコーエプソン労組
広丘支部

セイコーエプソン労組
豊科支部

開催県勤労者体育大会
 

徳
島
県
労
福
協
と
の

　

活
動
交
流
会
開
催

徳島県労福協の皆さん
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県
生
協
連
は
、
11
月
１
日
（
日
）
に
、

南
箕
輪
村
の
大
芝
高
原
で
「
虹
の
フ
ェ

ス
タ 

in 

南
信
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
み
ん
な
で
つ
な
げ
る　

い
の
ち　

く
ら
し　

笑
顔
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

県
内
の
生
協
の
出
店
や
お
取
引
業
者
さ

ん
に
よ
る
試
食
・
販
売
を
は
じ
め
、
地

元
の
伊
那
地
区
労
福
恊
、
伊
那
地
方
事

務
所
林
務
課
、
上
伊
那
森
林
組
合
、
信

州
大
学
農
学
部
、
上
伊
那
農
民
組
合
な

ど
の
行
政
や
多
く
の
諸
団
体
が
出
展
し

ま
す
。

　

ま
た
、
南
箕
輪
村
女
性
太
鼓
「
楽ら
っ
こ鼓
」

や
フ
ラ
メ
ン
コ
、
小
学
生
落
語
な
ど
楽

し
い
ス
テ
ー
ジ
発
表
も
満
載
で
す
。

　

生
協
関
係
で
は
、
医
療
生
協
の
無
料

健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、
全
労
済
の

自
動
車
運
転
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
体
験
、

協
同
組
合
の
父
と
も
言
え
る
「
賀
川
豊

彦
献
身
１
０
０
年
記
念
パ
ネ
ル
展
」
と

い
っ
た
企
画
も
揃
え
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
も
多
数
用
意
し
ま
し

た
。
家
族
揃
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
県
生
協
連
・
事
務
局

　

０
２
６

−

２
２
４

−

３
１
６
１
ま
で

「
ジ
ョ
ブ
な
が
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雇
用
と
就
職
・
自
立
を
支
援
！

　

昨
年
秋
の
金
融
危
機
が
も
た
ら
し
た
不
況
は

県
内
の
雇
用
情
勢
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
え
、

非
正
規
労
働
者
を
は
じ
め
多
く
の
失
業
者
を
生

み
、
５
月
以
降
の
有
効
求
人
倍
率
は
０
・
39
倍

と
過
去
最
低
と
な
っ
て
い
る
中
、労
福
協
は
「
生

活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の
一
つ
で

あ
る
「
失
業
・
離
職
者
支
援
」
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
連
合
が
実
施
し
て
い
る「
雇

用
と
就
労
・
自
立
支
援
カ
ン
パ
の
助
成
制
度
」

を
活
用
し
先
ず
、
松
本
・
上
伊
那
地
区
労
福
協

に
無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設
し
、
就
職
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
更
に
支
援
を
全
県
に
広

げ
る
た
め
、
県
内
に
14
人
の
就
職
相
談
員
を
配

置
し
、
就
職
相
談
・
指
導
、
職
業
紹
介
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
丸
山
社
労
士
に
よ
る
24

時
間
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
メ
ー
ル
就
職
相
談
も
行
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
相
談
員
は
地
域
企
業
と
の

連
携
を
深
め
、
求
人
開
拓
に
力
を
い
れ
、
厳
し

い
雇
用
情
勢
の
改
善
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

９
月
17
日
、
全
労
済
長
野
県
本
部
に
お
い
て

「
失
敗
し
な
い
就
職
の
た
め
に
」
と
題
し
た
早

期
就
職
の
た
め
の
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
職

業
体
験
実
習
も
併
せ
て
行
い
、
若
年
求
職
者
を

中
心
に
約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
就
職
活
動
の
準

備
の
仕
方
、
求
人
に
対
す
る
応
募
書
類
の
作
成

方
法
、
模
擬
面
接
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
模
擬
面
接

で
は
、
５
人
ず
つ
３
グ
ル

ー
プ
に
別
れ
、
面
接
者
、

面
接
官
、
観
察
者
を
交
代

で
体
験
。
実
際
に
は
な
か

な
か
体
験
で
き
な
い
面
接

官
役
で
は
、
採
用
に
携
わ

る
担
当
者
が
、
ど
こ
に
注

目
し
て
い
る
の
か
、
担
当

者
の
視
点
を
感
じ
て
も
ら

い
、
観
察
者
役
（
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
）
で
は
冷
静
に
自
分
自
身
と
の
比
較
を

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

一
巡
目
の
面
接
で
は
、
面
接
者
の
動
作
が
ぎ

こ
ち
な
か
っ
た
り
、
恥
ず
か
し
そ
う
な
そ
ぶ
り

も
あ
り
ま
し
た
が
、
２
順
目
の
面
接
で
は
質
問

に
対
し
て
テ
キ
パ
キ
と
自
分
の
言
葉
で
答
え
て

い
ま
し
た
。
模
擬
面
接
は
他
の
人
の
面
接
を
見

て
自
身
の
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
知
っ
た
り
、
自

分
で
は
気
付
か
な
い
と
こ
ろ
を
、
他
人
か
ら
指

摘
を
受
け
た
り
と
、
普
段
な
か
な
か
得
ら
れ
な

い
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

職
場
体
験
実
習
は
、
ま
ず
全
労
済
の
職
場
見

学
を
行
い
、
職
員
の
方
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、

窓
口
部
門
、
事
務
部
門
、
介
護
部
門
と
、
違
っ

た
職
務
内
容
の
仕
事
の
様
子
を
拝
見
し
ま
し

た
。
職
場
見
学
の
後
、
も
う
一
度
介
護
に
つ
い

て
詳
し
い
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
不
況

の
中
、
介
護
と
い
う
仕
事
が
見
直
さ
れ
始
め
て

お
り
、
受
講
者
の
目
も
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

最
後
に
３
人
１
組
に
な
っ
て
窓
口
業
務
の

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
い
ま

し
た
。
原
稿
に
沿
っ
て
お

客
様
に
説
明
す
る
の
で
す

が
、
ど
ん
な
説
明
の
仕
方

で
ど
ん
な
態
度
で
接
す
れ

ば
加
入
し
て
い
た
だ
け
る

か
を
考
え
て
業
務
に
当
た

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
、
見
た
目
は
優
し
そ
う

で
も
難
し
い
仕
事
だ
と
実

感
し
た
受
講
者
も
い
た
よ

う
で
す
。

《
早
期
就
職
の
た
め
の

　
　
「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
》

《
県
内
に
14
人
の
相
談
員
を
配
置
》

お
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
！

11
月
１
日
（
日
）
に
県
生
協
連
が

「
２
０
０
９
虹
の
フ
ェ
ス
タ 

in 

南
信
」

を
南
箕
輪
村
で
開
催
し
ま
す
。

労済の商品を説明する就職者
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冷
静
に
考
え
れ
ば
数
十
万
円
も
す
る
商
品
を

パ
ッ
と
買
う
人
は
少
な
い
は
ず
。
で
も
、「
今

な
ら
お
得
」「
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
」
と
し
つ

よ
う
に
す
す
め
ら
れ
る
と
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
な

ら
払
え
る
か
な
」
と
思
っ
て
し
ま
う
も
の
な
の

で
す
。
押
し
切
ら
れ
て
契
約
し
て
し
ま
う
と
、

こ
の
客
は
「
押
し
に
弱
い
カ
モ
」
と
見
て
、
次

か
ら
次
に
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
「
次
々

販
売
」
の
被
害
者
に
な
る
危
険
性
も
。

　

た
と
え
ば
月
５
万
円
の
支
払
い
が
10
万
円
に

な
れ
ば
支
払
い
に
行
き
詰
ま
る
の
は
目
に
見
え

て
い
ま
す
。
最
悪
な
の
は
返
済
の
た
め
消
費
者

金
融
か
ら
借
入
れ
、
雪
だ
る
ま
式
に
多
重
債
務

を
か
か
え
て
し
ま
う
こ
と
。
安
易
な
ク
レ
ジ
ッ

ト
契
約
は
、
こ
の
よ
う
な
多
重
債
務
に
お
ち
い

る
入
口
に
な
り
や
す
い
の
で
要
注
意
！

　

契
約
を
す
す
め
ら
れ
て
も
す
ぐ
に
決
め
て
し

ま
わ
な
い
こ
と
で
す
。
契
約
書
を
よ
く
読
み
、

支
払
方
法
や
中
途
解
約
の
場
合
、
返
金
は
ど
う

な
る
か
な
ど
十
分
に
確
認
し
て
納
得
し
て
か
ら

申
し
込
み
ま
し
ょ
う
。
悪
質
業
者
の
中
に
は
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
と
組
ん
で
そ
の
場
で
提
携
カ

ー
ド
を
発
行
し
た
り
、
相
手
が
学
生
だ
と
わ
か

っ
て
い
て
も
学
ロ
ン
（
学
生
ロ
ー
ン
）
に
強
引

に
ひ
っ
ぱ
り
こ
む
ケ
ー
ス
も
。

　

品
物
で
は
な
く
、
継
続
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
エ
ス
テ
や
英
会
話
学
校
な
ど
は
、
と
く

に
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
う
ち

は
ポ
イ
ン
ト
制
。
前
払
い
で
ま
と
め
て
購
入
す

れ
ば
お
得
」
と
い
わ
れ
る
と
、
つ
い
高
額
の
契

約
を
結
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
結
果
が
目

に
み
え
に
く
い
た
め
、
あ
ま
り
長
期
に
わ
た
る

契
約
は
考
え
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
即
答
・
即
決
は
避
け
て
、

一
歩
引
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

職
場
や
家
庭
に
突
然
の
電
話
で
国
家
資
格
な

ど
の
取
得
を
す
す
め
、
資
格
を
と
る

た
め
の
テ
キ
ス
ト
や
テ
ー
プ
を
無
理

矢
理
売
り
つ
け
る
の
が
「
資
格
商
法
」

で
す
。

　
「
結
構
で
す
」「
い
い
で
す
」
と
断

っ
た
つ
も
り
で
も
、
あ
い
ま
い
な
返

事
だ
と
勝
手
に
教
材
を
送
り
つ
け
て

き
ま
す
。
断
る
場
合
に
は
は
っ
き
り

と
「
要
り
ま
せ
ん
」「
断
り
ま
す
」
と

い
い
ま
し
ょ
う
。
一
度
引
っ
か
か
っ

た
人
に
、
解
約
の
手
続
き
を
す
る
と

い
っ
て
手
数
料
を
請
求
す
る
悪
質
な

業
者
も
い
ま
す
。
電
話
勧
誘
で
も
契

約
書
面
の
交
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
も

で
き
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
で
契
約
し
た
後
で
も
、

た
と
え
ば
事
業
者
が
倒
産
し
て
し
ま

っ
た
、
商
品
に
故
障
が
あ
っ
た
、
販

売
の
際
に
ウ
ソ
を
つ
か
れ
て
い
た
な

ど
の
場
合
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に

対
し
て
支
払
い
停
止
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
現
在
審
議
さ
れ
て
い

る
割
賦
販
売
法
の
改
正
案
で
は
、
支

払
っ
て
し
ま
っ
た
代
金
（
既
払
い
金
）

を
取
り
戻
す
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
契
約
し
て
し
ま
っ
て

も
あ
き
ら
め
ず
に
相
談
を
！

押
し
切
ら
れ
る
と
「
次
々
販
売
」
が
…

そ
の
場
で
契
約
し
な
い

断
っ
た
つ
も
り
な
の
に

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
支
払
い
停
止
を

次々販売

もう要らない！

誰
だ
っ
て
キ
レ
イ
に
な
り
た
い
し
、
英
語
も
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
性
格
を
変
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
社
会
人
に
な
れ
ば
、
資
格
を
と
っ
て
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
考
え
る
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
ん

な
「
自
分
み
が
き
」
も
、
押
し
つ
け
ら
れ
た
高
額
契
約
の
も
と
で
は
逆
効
果
で
す
。
契
約
す
る
な
ら
、
ま
ず
自
分
が
納

得
で
き
る
内
容
か
ど
う
か
、
ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
考
え
て
。

　サラ金の借金が増えて仕事も手につかない。身に覚えがない架空請求
を受けてしまった。相続の問題でトラブルになっている。誰かに相談し
たいけどなかなか話せない…。そんな悩みや不安を解消するために、相
談アドバイザーや専門家が対応します。どうしよう…でもわからない。
そんな時はひとりで悩まずに、まずご相談ください。

労福協の

10:00 〜 16:00
毎月第 2土曜日 【専門家】

平日 【相談アドバイザー】

各種年金・
健康保険・
雇用保険・
労災保険…等

社会保険
労務士

労働問題・
職場での悩み

（セクハラ・パワ
ハラ等）

県労福協：連合長野・県労組会議・県労連・労働金庫・全労済・生協連・住宅生協・労働基金・県勤労協・
　　　　県高齢退職者連合

サラ金・多重債務・自己破産・
ヤミ金融・訴訟・親権問題…等弁 護 士

相続・贈与・不動産、
各種契約問題…等司法書士

ƒ0120-39-6029
相談はフリーダイアル さん  きゅー ろ 　 　 ー 　 　 ふ 　 　 くお電話で

無料相談

全国労働金庫協会作成の消費者問題関連記事を連載しています。
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【
事
例
①
】　

　

四
月
か
ら
東
京
で
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
る
娘
宛
に
、
家
の
方
に
毎
週
、
同
級
生

か
ら
手
紙
が
郵
送
さ
れ
て
来
る
。
娘
に
連

絡
す
る
と
、
ほ
っ
て
お
け
ば
良
い
と
言
う
。

　

し
か
し
、
相
手
が
あ
ま
り
に
し
つ
こ
く
、

親
と
し
て
は
不
安
に
な
る
。
止
め
て
ほ
し

い
が
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。

　

男
性
は
純
粋
な
気
持
ち
で
手
紙
を
書
い
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
送
ら
れ
て
く
る

立
場
か
ら
し
た
ら
迷
惑
で
困
っ
た
問
題
。

　

相
手
の
気
持
ち
を
無
視
し
て
継
続
す
る
こ

の
よ
う
な
行
為
は
一
種
の
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

と
も
い
え
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
の
「
つ
き

ま
と
い
」
行
為
と
し
て
取
締
り
の
対
象
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

　

子
供
が
平
気
で
い
て
も
娘
親
と
し
て
は
心

配
な
の
だ
か
ら
、
相
手
の
気
持
ち
を
な
る
べ

く
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
、
ス

ト
ー
カ
ー
規
制
法
に
触
れ
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
知
ら
せ
て
、
こ
れ
以
上
手
紙
を
送
る

の
は
止
め
て
ほ
し
い
と
手
紙
か
電
話
で
伝
え

た
ら
ど
う
か
。

○
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
は
、
同
一
の
者
に
対
し
、
つ

き
ま
と
い
等
を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
。

○
つ
き
ま
と
い
等
と
は
、
行
為
の
感
情
、
そ
の
感
情

が
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
怨
恨
の
感
情

を
充
足
さ
せ
る
目
的
で
、①
つ
き
ま
と
い
、待
ち
伏
せ
、

押
し
か
け  

②
監
視
し
て
い
る
と
告
げ
る
行
為  

③
面
会
・
交
際

の
要
求  

④
乱
暴
な
言
動  

⑤
無
言
電
話
・
連
続
電
話
・
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ  

⑥
汚
物
な
ど
の
送
付  

⑦
名
誉
を
傷
つ
け
る  

⑧
性
的

羞
恥
心
の
侵
害  

の
行
為
を
行
う
こ
と
。

【
事
例
②
】

　

路
上
で
別
れ
る
別
れ
な
い
の
話
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
言
葉
の
行
き
違
い
で
お
互

い
に
感
情
的
に
な
り
、
そ
の
場
を
立
ち
去

ろ
う
と
し
た
彼
の
車
の
窓
枠
に
手
を
か
け

た
途
端
に
、
彼
か
ら
警
察
に
通
報
さ
れ
、

警
察
署
で
始
末
書
を
書
か
さ
れ
た
。
後
で

聞
い
た
ら
、
自
分
だ
け
が
始
末
書
を
書
き

相
手
は
何
も
書
い
て
な
い
と
い
う
。

　

納
得
が
い
か
な
い
の
で
始
末
書
を
取
り

消
し
た
い
が
、
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
ど
う
も
、
自
分
が
ス
ト
ー
カ
ー
と

み
な
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

　

始
末
書
を
取
り
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

今
の
世
の
中
、
些
細
な
こ
と
か
ら
大
事
に

発
展
す
る
も
め
事
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
で
、
ス
ト
ー
カ

ー
の
被
害
者
に
も
、
加
害
者
に
も
な
り
得
る
。

　

別
れ
話
で
も
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
直

接
交
渉
は
今
回
の
よ
う
な
こ
と
に
な
り
兼
ね

な
い
の
で
避
け
て
、
今
後
は
第
三
者
を
介
し

て
行
う
よ
う
に
す
る
の
が
良
い
。

【
事
例
③
】

　

会
社
の
取
引
先
の
男
性
と
、
結
婚
を
前

提
に
交
際
し
て
い
る
。

　

最
近
に
な
っ
て
、
昔
、
付
き
合
っ
て
い

た
彼
が
何
度
も
電
話
を
か
け
て
き
た
り
、

ア
パ
ー
ト
に
押
し
か
け
て
来
て
困
っ
て
い

る
。
自
分
に
は
好
き
な
人
が
い
る
こ
と
を

話
し
た
が
、
益
々
し
つ
こ
く
な
っ
て
来
て

怖
い
。
知
ら
れ
た
く
な
い
の
で
彼
に
は
言

え
な
い
。

　

知
ら
れ
た
く
な
い
気
持
も
わ
か
る
が
、
相

手
が
特
定
で
き
る
の
で
彼
に
話
を
し
て
、
彼

か
ら
相
手
に
、
纏
わ
り
つ
か
な
い
よ
う
に
言

っ
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。

　

な
お
、
行
為
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
凶
悪

な
犯
罪
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
警

察
の
安
全
課
に
相
談
す
る
と
良
い
。

　

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
「
つ
き
ま
と
い
等
」
と
判

断
さ
れ
れ
ば
、
警
察
本
部
長
等
か
ら
の
警
告
や
、

警
告
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
都
道
府
県
公
安
委

員
会
か
ら
禁
止
命
令
を
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

　

Ｈ
12
年
11
月
24
日
、「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等

の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
ス
ト
ー
カ
ー
規
制

法
）」
が
施
行
さ
れ
た
。
桶
川
ス
ト
ー
カ
ー
事

件
を
契
機
に
議
員
立
法
さ
れ
た
法
律
で
、
第

１
４
７
回
通
常
国
会
で
成
立
し
た
の
は
桶
川

事
件
被
害
女
性
の
誕
生
日
で
あ
る
同
年
５
月

18
日
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
男
女
間
の
問
題

と
し
て
片
付
け
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
嫌
が
ら
せ

行
為
が
処
罰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
施
行

以
降
現
在
ま
で
、
交
際
相
手
に
よ
る
事
案
が

過
半
数
を
占
め
て
お
り
、
元
夫
婦
や
恋
人
な

ど
面
識
者
に
よ
る
も
の
が
多
い
。

　

身
体
、
自
由
、
名
誉
、
生
活
の
安
全
と
平

穏
を
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
の
被
害
か
ら
守
る
た

め
の
こ
の
法
律
は
、「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
」
を

行
っ
た
者
に
対
す
る
罰
則
を
設
け
必
要
な
規

制
を
行
う
こ
と
や
、
被
害
者
に
対
す
る
援
助

等
を
定
め
て
い
る
。

　

親
告
罪
で
、
罰
則
は
６
カ
月
以
下
の
懲
役

又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
。
申
出
に
応
じ
て

警
察
は
警
告
書
に
よ
る
「
つ
き
ま
と
い
等
」

を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
警
告
で

き
る
。
こ
の
警
告
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
、

都
道
府
県
公
安
委
員
会
が
禁
止
命
令
を
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

　

禁
止
命
令
に
違
反
し
て
「
ス
ト
ー
カ
ー
行

為
」
を
す
る
と
、
１
年
以
下
の
懲
役
又
は

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
。

　

警
察
庁
に
よ
れ
ば
全
国
の
ス
ト
ー
カ
ー
事

案
の
認
知
件
数
は
Ｈ
20
年
１
４
，６
５
７
件
、

警
告
１
，３
３
５
件
、
禁
止
命
令
26
件
、
検
挙

２
４
４
件
で
共
に
過
去
最
多
に
並
ぶ
記
録
。
警

察
の
対
応
と
効
果
で
は
警
告
実
施
後
、
約
９
割

の
行
為
が
止
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

な
お
、
長
野
県
内
の
Ｈ
20
年
の
認
知
件
数
は

２
７
３
件
、
警
告
27
件
、
検
挙
16
件
で
前
年
度

よ
り
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。

　

つ
き
ま
と
い
等
で
困
っ
た
時
は
、
迷
わ
ず
、
被

害
が
よ
り
深
刻
に
な
る
前
に
、
ご
自
宅
の
最
寄

り
の
警
察
署
・
警
察
本
部
に
相
談
を
し
て
下
さ
い
。

　

最
初
は
些
細
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
行
為
が
エ
ス

カ
レ
ー
ト
し
て
被
害
が
深
刻
に
な
っ
た
事
件
の
報
道

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
は
、
早
目

に
対
策
を
す
る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

今
号
は
当
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
相
談
員
の
北
川
哲
男
司

法
書
士
の
相
談
事
例
か
ら
ス
ト
ー
カ
ー
に
関
す
る
相
談
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
回
答
】

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〟

ƒ
０
１
２
０—

３
９—

６
０
２
９

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
特
定
社
会

保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ
る
相
談
日
で
す
。

「
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
」

シリーズ
No.21

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

北川哲男

司法書士

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
「
つ
き
ま
と
い
」

【
回
答
】

【
回
答
】

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
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２
０
０
２
年
12
月
の
「
雇
用

問
題
に
関
す
る
政
労
使
合
意
」

に
よ
り
、
翌
２
０
０
３
年
４
月

３
日
厚
生
労
働
省
の
委
託
を

受
け
、
「
長
野
県
地
域
労
使

就
職
支
援
機
構
」
が
労
働
団

体
「
連
合
長
野
」
・
使
用
者
団

体
「
（
社
）
長
野
県
経
営
者
協

会
」
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
０
０
４
年
４
月
に
は
「
無

料
職
業
紹
介
業
務
」
の
許
可
を

受
け
「
無
料
職
業
紹
介
所
」
東

北
信
事
務
所
と
中
南
信
事
務
所

を
開
設
し
、
就
職
支
援
事
業
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

３
月
末
日
を
も
っ
て
閉
鎖
閉
鎖

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

閉
鎖
に
と
も
な
い
従
来
の
紹

介
事
業
を
継
続
・
継
承
で
き
な

い
か
関
係
団
体
等
と
協
議
・
検

討
し
た
結
果
、
ジ
ョ
ブ
な
が
の

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を

県
内
各
地
区
に
設
立
す
る
動
き

が
出
て
き
ま
し
た
。

　

今
般
、
松
本
地
区
の
労
働
福

祉
事
業
と
し
て
関
係
諸
団
体
の

ご
協
力
・
ご
理
解
に
よ
り
、

「
ジ
ョ
ブ
な
が
の
ラ
イ
フ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
松
本
」
が
こ
の

４
月
厚
生
労
働
省
に
無
料
職
業

紹
介
事
業
許
可
申
請
を
行
い
、

６
月
１
日
事
業
許
可
証
の
交
付

を
受
け
ま
し
た
。

　

最
近
の
雇
用
情
勢
は
た
い
へ

ん
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
就
職

相
談
は
日
増
し
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
当
「
無
料
職
業
紹
介

所
」
も
開
設
以
降
よ
り
多
く
の

相
談
者
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
求
職
者
の

就
職
支
援
と
企
業
へ
の
人
材
紹

介
を
行
う
と
と
も
に
、
就
労
支

援
・
離
職
者
再
就
職
の
支
援
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
９
月
28
日
現
在
）

・
求
職
相
談
者

　
　

電
話
相
談
者
：
１
３
２
人

　
　

来
所
者
：
１
４
３
人

・
求
人
関
係

　
　

求
人
申
込
：
９
人（
事
業
所
数 

５
）

　
　

相
談
・
問
合
せ
：
44
件

・
採
用
状
況

　
　

３
人

担
当
者

就
職
相
談
員
＆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　

忠
雄

住
所　

松
本
市
渚
１
ー

２
ー

１　

１
F

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
６
３
ー

３
１
ー

３
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
６
３
ー

３
１
ー

３
５
３
６

Ｅ
メ
ー
ル
：jobm

atsu@
sky.plala.or.jp

8つ

　

今
年
百
歳
以
上
の
方
が
４
万
人
を
越
え
た

そ
う
で
す
。
長
寿
化
が
進
む
日
本
で
、
多
く

の
国
民
は
老
後
に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
年
介
護
保
険
制
度
が
制
定
さ
れ
、

日
本
の
介
護
事
情
は
家
族
介
護
か
ら
社
会
的

介
護
へ
移
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
介
護
施
設

や
介
護
職
員
の
不
足
、
介
護
費
用
な
ど
未
だ

国
民
の
不
安
を
解
消
す
る
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
介
護
保
険

制
度
の
充
実
は
非
常
に
重
要
で
す
が
、
す
べ

て
を
行
政
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
頼
る
ば
か
り

で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
15
年
前
に
、
私
も

母
を
昼
は
妻
が
夜
は
私
が
５
年
間
介
護
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
大
変
な
苦
労
を
し
ま
し
た

が
、
私
は
今
も
介
護
の
基
本
は
家
族
と
考
え

て
い
ま
す
。
家
族
だ
け
で
は
や
り
き
れ
な
い

部
分
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。
福
祉

予
算
が
膨
ら
む
ば
か
り
の
日
本
で
、
こ
の
精

神
は
と
て
も
大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
政
権
が
誕
生
し
て
一
ヶ
月
余
り
、
試
行
錯

誤
の
中
も
、
次
々
と
新
た
な
挑
戦
に
立
ち
向
か

う
、
新
し
い
力
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
そ
し

て
地
域
に
福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
、
労
福
協
の
「
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」
を

一
つ
一
つ
作

り
上
げ
て
い

く
こ
と
に
、

私
た
ち
も
期

待
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で

行
き
ま
し
ょ

う
。（
青
） 山

な
み

　

左
に
並
ん
だ
二
枚
の
絵
を
見
比
べ
て
違
っ
て
い
る
箇
所
を

8
つ
探
し
て
下
さ
い
。

　

日
頃
使
わ
な
い
脳
へ
の
刺
激
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

地
区
労
福
協
か
ら
の
活
動
報
告

松
本
地
区
労
福
協

松
本
地
区
労
福
協

 

●
官
製
は
が
き
に
答
え
を
書

い
て
県
労
福
協
へ（
宛
先
は

表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す

る
意
見・要
望
を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

所
属
団
体
（
単
組
名
）
又
は 

勤
務
先
を
忘
れ
ず
に
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

5
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

（
千
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
11
月
16
日

当
選
者
（
5
名
・
敬
称
略
）

　

佐
藤　

善
登
（
飯
山
市
）

　

高
野　

康
之
（
塩
尻
市
）

　

宮
島　

孝
江
（
大
町
市
）

　

伊
藤　

節
子
（
伊
那
市
）

　

北
沢　

友
典
（
青
木
村
）

前
回
の
正
解
は

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

  

６
月
１
日

  

無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設

「
ジ
ョ
ブ
な
が
の　

ラ
イ
フ

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
松
本
」

（松本地区労福恊事務所全景）

1　　　2　　　3　　　4　　　5

A
 
 

B

 
 

C

 
 

D

（画：生協連　土屋　英夫氏）

上村富江さん（全労済在宅介護サービスセ
ンター前所長）は、長い間現場の声を届け
てくださいました。「お疲れ様でした！」

 

開
所
日
以
降
の
相
談
実
績

ながの労福協 〈ライフサポートセンター〉 2009 年 10 月 15 日第 255 号 （8）


